
( ) (　　工事実施 ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) (　　 ) ( )
10％以
上の利

用
【R5成果目標】
阿嘉島観光客の10％以上が本道路を利用する
ことを目標とし、アンケートにより把握する。

進
捗
状
況
説
明

山林観光道路を整備することにより、遊泳が出来ない冬のオフシーズンでも、住民、観光客が楽しめる観光メニューの開発ができた。

目　標

実　績

目標値
（R5年度）

阿嘉地区観光道路整備工事
整備延長L=350m

目　標

実　績 工事実施

達
成
状
況
説
明

環境省と国立公園事業執行協議書に伴う自然公園法第10条第2項の規定に基づく許可手続きにあたり、調整に不測の日数
を要し、3年度中での事業完了が困難となった為、4年度へ繰越し、令和5年2月10日に整備完了した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

R3成果目標（指標）
基準値

（　年度）
R3年度 R4年度 R5年度

目　標

実　績

目　標 工事実施

実　績 工事完了

予算の状況の説明 不用額504円については入札差金によるものである。

活動目標
（指標）

及び達成状況

R3活動目標（指標）

達成状況

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

阿嘉地区観光道路整備工事
整備延長L=350m

執行率（％）(B/A) 0.0% 98.6%

次年度繰越額 35,594 0

うち交付金充当額 0 28,072

B．執行済額 0 35,090

A．計(b+d) 35,594 35,594

(d)繰越額 0 35,594

0

(c)増減額(b-a) 0 0

R6年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 35,594 0

(b)予算現額 35,594

効果発現年度 　　□当年度　　　　　　　　■後年度（令和5年度以降）

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　■その他　（請負工事）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

R3年度 R3年度（繰越） R4年度 R5年度

産業振興課
事業実施

（予定）年度
令和３～令和４年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－1－（1）

事業内容
観光客の国際化や多様なニーズに対応する為、国指定天然記念物ケラマジカが生息している地域特性を活用した魅力ある癒しの観光メニュー開
発を目的とした山林観光道路を整備する。

市町村名 座間味村

令和３年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-⑦ 阿嘉地区観光道路整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章－3－（12）－ア

観光客の受入体制の整備

担当部課名



資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

◯ 支出先の選定方法は妥当か。 ◯業者選考については指名競争入札で選定しており、妥当
であったと考えている。
◯不用額は、入札残である為、適正であると判断した。

○費目・使途については、精算段階で検査を実施しており、
目的に即し、必要なものであったと判断した。

◯ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

◯ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

座間味村

35,090千円

工事請負費

35,090千円

有限会社　中村建設

35,090千円

阿嘉地区観光道路
整備工事

35,090 35,090 28,072 7,018 0

今後の取り組み方針

観光道路を利用する方へ注意事項などを作成し、観光客への周知を事業者（民宿等）へ協力してもらう。

また観光道路までの案内板の作成を検討する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・観光道路の整備に伴い、観光客の増加が見込まれるが、ゴミの問題や、電話の
アンテナが圏外となるため、緊急時の対応が懸念される。

・台風等による船舶の欠航による資材運搬の遅れの発生。

・ゴミを持ち込まない（持ち帰る）等の看板設置が必須であり、緊急時の対応
も必須。

・資材運搬についての予約等村が協力を行う。



( ) (　　実施設計 ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) (　　工事実施 ) (　 ) ( )

( ) ( ) ( ) (　　 ) ( )

成果目標
（指標）

及び進捗状況

公園・トイレ・シャワー施設の整備及び現場技術
委託

目　標

実　績

【R5成果目標】
憩い、交流の場として活用出来たか（80%）を含
め公園利用者へのアンケートにより、本事業の
あり方を検証する。

目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

夏のトップシーズンへ向け、住民、観光客が快適に利用できる玄関口として、国立公園にふさわしいゲート空間ができた。

工事実施

公園・トイレ・シャワー施設の整備及び現場技術
委託

座間味村ウェルカムパーク実施設計

目　標

実　績 実施設計完了

達
成
状
況
説
明

令和3年度に2回入札を行ったが不調になった為、設計内容の見直しを行い4年度へ繰越し、令和5年2月28日に整備完了し
た。

R3成果目標（指標）
基準値

（　年度）
R2年度 R3年度 R4年度

目標値
（R5年度）

目　標 工事実施 工事実施

実　績 工事完了 工事完了

目　標 解体設計・工事実施 実施設計

実　績 解体設計・工事完了 実施設計完了

予算の状況の説明
予算額としては現場技術委託業務が2,673千円、施設整備工事が46,793千円であり、不用額1,582円については入札差金
によるものである。

活動目標
（指標）

及び達成状況

R3活動目標（指標）

達成状況

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

座間味村ウェルカムパーク実施設計

執行率（％）(B/A) 96.8%

23,600

21,862

17,489

0

92.6%

3,520

3,410

次年度繰越額 0

3,520

3,520

0

0

2,728

49,467

うち交付金充当額 38,307

49,467

0

0

49,467

0

0

0

B．執行済額 47,884

0

96.9%

49,467

0.0%

A．計(b+d) 49,467

80％以上

(d)繰越額 49,467

0

(c)増減額(b-a) ▲ 7,070 0

R4年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 30,670 0

(b)予算現額 23,600

効果発現年度 　　□当年度　　　　　　　　■後年度（令和5年度以降）

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　■その他　（請負工事）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

R1年度 R2年度 R3年度 R3年度（繰越）

産業振興課
事業実施

（予定）年度
令和３～令和４年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－1－（1）

事業内容
　座間味港背後地において、環境省が整備する慶良間諸島国立公園座間味博物展示施設と連携して、観光客や村民が憩い、交流できる場を創
出するため、公園やトイレ・シャワー施設の整備を行い、国立公園にふさわしいゲート空間、交流施設「ウェルカム・パーク」を整備する

市町村名 座間味村

令和３年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-⑤ 座間味村ウェルカムパーク整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章－3－（2）－エ

観光客の受入体制の整備

担当部課名



◯業者選考については指名競争入札で選定しており、妥当
であったと考えている。
◯不用額は、入札残である為、適正であると判断した。

○費目・使途については、精算段階で検査を実施しており、
目的に即し、必要なものであったと判断した。

◯ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

◯ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

◯ 支出先の選定方法は妥当か。

現場技術委託費

2,530千円

株式会社　芝岩エンジニアリング

2,530千円

座間味村ウェルカム
パーク現場技術委
託業務

座間味村

47,884千円

工事請負費

45,354千円

有限会社　ザマミ建設

45,354千円

座間味村ウェルカム
パーク施設整備工
事

47,884 47,884 38,307 9,577 0

住民や関係機関等との意見交換を行いながら、改善等が発生したら、速やかに対処し、受け入れ態勢の質の向上に努める。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・下請業者の離島単価高騰に伴い、離島工事の受注を控える業者が多い事から
入札不調・不落が危惧される。

・台風等による船舶の欠航による資材運搬の遅れの発生。

・村で空き家の紹介、村施設の提供等の協力を行う。

・資材運搬についての予約等村が協力を行う。

今後の取り組み方針


